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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第３四半期連結
累計期間

第32期
第３四半期連結
累計期間

第31期

会計期間

自　平成22年
４月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成23年
４月１日

至　平成23年
12月31日

自　平成22年
４月１日

至　平成23年
３月31日

売上高 （百万円） 98,183 95,738 125,271

経常利益 （百万円） 6,119 9,566 5,390

四半期純利益又は当期純損失（△） （百万円） 1,821 5,013 △12,043

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △2,513　 2,511　 △15,094　

純資産額 （百万円） 147,778 134,352 135,143

総資産額 （百万円） 213,368 210,139 206,336

１株当たり四半期純利益金額又は当期

純損失金額（△）
（円） 15.83 43.57 △104.66

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） 15.81 43.48 －

自己資本比率 （％） 68.5 63.1 64.7

　

回次
第31期

第３四半期連結
会計期間

第32期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自　平成22年
10月１日

至　平成22年
12月31日

自　平成23年
10月１日

至　平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 0.85 11.38

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第31期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失で

あるため記載しておりません。

４．第31期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

５．第32期第１四半期連結会計期間より潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額の算定に当たり、

「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30日）、「１株当たり当

期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30日公表分）を適用

しております。 当該会計方針の変更は遡及処理され、第31期第３四半期連結累計期間及び第31期連結会計年

度の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について遡及処理しております。

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な変

更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当社グループは、報告セグメントをデジタルエンタテインメント事業、アミューズメント事業、出版事業、及びラ

イツ・プロパティ等事業と定め、各々のセグメントにおいて事業基盤の強化と収益力の向上に努めております。　

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は95,738百万円(前年同四半期比2.5％減)、営業利益は11,220百万円

(前年同四半期比24.6％増)、経常利益は9,566百万円(前年同四半期比56.3％増)、四半期純利益は5,013百万円(前年

同四半期比175.2％増)となりました。

　

当第３四半期連結累計期間の報告セグメント別の状況は次のとおりであります。

　

①デジタルエンタテインメント事業

ゲームを中心とするデジタルエンタテインメントコンテンツの企画、開発、販売及び運営を行っております。デジ

タルエンタテインメントコンテンツは、顧客のライフスタイルにあわせて、家庭用ゲーム機 (携帯ゲーム機含む)、

ＰＣ、携帯電話等、多様な利用環境に対応しています。

当第３四半期連結累計期間は、家庭用ゲーム機向けの大型タイトル（「ＤｅｕｓＥｘ ： Ｈｕｍａｎ Ｒｅｖｏ

ｌｕｔｉｏｎ（欧米日）」、「ファイナルファンタジーXIII‐２（日本）」）が順調にパッケージソフト販売を伸

ばしたことに加え、Ｗｅｂ、スマートフォン、ＳＮＳ等の成長分野に向けたコンテンツの課金収入が継続して伸長い

たしました。

当事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は53,701百万円(前年同四半期比6.2％増)となり、営業利益

は12,451百万円(前年同四半期比11.6％増)となりました。

　

②アミューズメント事業

アミューズメント施設の運営、並びにアミューズメント施設向けの業務用ゲーム機器・関連商製品の企画、開発

及び販売を当セグメントに計上しております。

当第３四半期連結累計期間は、アミューズメント施設運営の効率化により、堅調に推移いたしました。

当事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は31,675百万円(前年同四半期比8.0％減)となり、営業利益

は2,387百万円(前年同四半期比15.2％増)となりました。

　

③出版事業

コミック単行本、ゲームガイドブック、定期刊行誌等の出版を行っております。

当第３四半期連結累計期間は、人気作品のメディアミックスの効果により、引き続きコミック単行本の販売が堅

調に推移いたしました。

また、ＷＥＢコミック誌「ガンガンＯＮＬＩＮＥ」等のネットワークを活用した事業展開も鋭意進めておりま

す。

当事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は8,440百万円(前年同四半期比22.4％減)となり、営業利益

は1,867百万円(前年同四半期比33.1％減)となりました。
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④ライツ・プロパティ等事業

主として当社グループのコンテンツに関する二次的著作物の企画・制作・販売及びライセンス許諾を行ってお

ります。

当第３四半期連結累計期間は、引き続き、自社コンテンツのキャラクターグッズ、サウンドトラック等の販売・許

諾を行うとともに、他社の有力コンテンツのキャラクターグッズ化による品揃えの強化や海外展開による収益機会

の多様化に努めております。

当事業における当第３四半期連結累計期間の売上高は1,924百万円(前年同四半期比17.2％減)となり、営業利益

は459百万円(前年同四半期比20.8％減)となりました。

　　　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、840百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 440,000,000

計 440,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成24年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 115,370,596 115,370,596
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100

株であります。

計 115,370,596 115,370,596 － －

（注）　提出日現在の発行数には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までのストックオプション（新株予

約権）及び2015年満期ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債の権利行使により発行されたものは含まれて

おりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
－ 115,370,596 － 15,204 － 44,439
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

　

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

①【発行済株式】

　 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

　300,400
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

　114,342,800
1,143,428 －

単元未満株式
普通株式

　727,396
－ １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 115,370,596 － －

総株主の議決権 － 1,143,428 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,100株（議決権の数11個）が含

まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式20株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社スクウェア・エニック

ス・ホールディングス

東京都渋谷区代々木

３－22－７
300,400 － 300,400 0.26

計 － 300,400 － 300,400 0.26

（注）　上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が100株（議決権の数１

個）あります。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に

含まれております。

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 111,126 108,945

受取手形及び売掛金 15,474 ※2
 21,536

商品及び製品 2,992 2,526

仕掛品 287 383

原材料及び貯蔵品 427 448

コンテンツ制作勘定 19,890 24,453

その他 14,222 12,455

貸倒引当金 △120 △139

流動資産合計 164,301 170,610

固定資産

有形固定資産 17,328 16,945

無形固定資産 10,324 9,309

投資その他の資産 ※1
 14,382

※1
 13,273

固定資産合計 42,034 39,528

資産合計 206,336 210,139
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,777 9,199

短期借入金 1,338 4,792

未払法人税等 2,269 2,937

賞与引当金 1,453 554

返品調整引当金 1,780 1,391

店舗閉鎖損失引当金 487 281

資産除去債務 63 515

その他 13,332 13,291

流動負債合計 28,504 32,965

固定負債

社債 35,000 35,000

退職給付引当金 3,061 3,625

役員退職慰労引当金 266 231

店舗閉鎖損失引当金 590 529

資産除去債務 657 155

その他 3,111 3,279

固定負債合計 42,687 42,821

負債合計 71,192 75,786

純資産の部

株主資本

資本金 15,204 15,204

資本剰余金 44,444 44,444

利益剰余金 82,711 84,274

自己株式 △859 △860

株主資本合計 141,501 143,062

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △14 21

為替換算調整勘定 △7,929 △10,455

その他の包括利益累計額合計 △7,943 △10,434

新株予約権 814 972

少数株主持分 771 751

純資産合計 135,143 134,352

負債純資産合計 206,336 210,139
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 98,183 95,738

売上原価 57,130 54,299

売上総利益 41,052 41,439

返品調整引当金戻入額 4,046 1,703

返品調整引当金繰入額 2,407 1,422

差引売上総利益 42,691 41,719

販売費及び一般管理費 33,687 30,499

営業利益 9,004 11,220

営業外収益

受取利息 151 99

受取配当金 14 3

雑収入 86 102

営業外収益合計 252 205

営業外費用

支払利息 70 36

支払手数料 33 33

為替差損 3,011 1,787

雑損失 21 2

営業外費用合計 3,136 1,859

経常利益 6,119 9,566

特別利益

固定資産売却益 1 －

投資有価証券売却益 － 48

関係会社株式売却益 － 192

貸倒引当金戻入額 47 －

為替換算調整勘定取崩額 317 －

その他 244 39

特別利益合計 610 279

特別損失

固定資産除却損 441 326

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 462 －

コンテンツ関連損失 443 －

その他 339 166

特別損失合計 1,686 492

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益 5,043 9,353

匿名組合損益分配額 △11 △6

税金等調整前四半期純利益 5,055 9,359

法人税、住民税及び事業税 189 2,471

法人税等調整額 3,035 1,864

法人税等合計 3,224 4,336

少数株主損益調整前四半期純利益 1,830 5,023

少数株主利益 9 10

四半期純利益 1,821 5,013
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,830 5,023

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △57 35

為替換算調整勘定 △4,286 △2,548

その他の包括利益合計 △4,344 △2,512

四半期包括利益 △2,513 2,511

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,457 2,522

少数株主に係る四半期包括利益 △55 △11
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

　(会計方針の変更)

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22年６月30

日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 平成22年６月30日公

表分）を適用しております。　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オプ

ションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正な評価額のう

ち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

なお、これによる影響については、「１株当たり情報」に記載しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（法人税率の変更等による影響）

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成

23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下

げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用す

る法定実効税率は従来の40.70％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結

会計年度に解消が見込まれる一時差異等については38.01％に、平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が

見込まれる一時差異については35.64％となります。この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を

控除した金額）は414百万円減少し、法人税等調整額は、415百万円増加しております。

　

EDINET提出書類

株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス(E04859)

四半期報告書

12/18



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 683百万円 投資その他の資産 674百万円

───────── ※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の

休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処

理しております。当第３四半期連結会計期間末日満期

手形は次のとおりであります。

　 受取手形 65百万円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。 

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 4,711百万円 3,829百万円

のれんの償却額 1,120百万円 －百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 2,876 25平成22年３月31日平成22年６月24日利益剰余金

平成22年11月４日

　

取締役会　

普通株式 1,150 10平成22年９月30日　平成22年12月３日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月18日

取締役会
普通株式 2,301 20平成23年３月31日平成23年６月23日利益剰余金

平成23年11月４日

　

取締役会　

普通株式 1,150 10平成23年９月30日　平成23年12月５日　利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

デジタルエ
ンタテイン
メント
事業

アミューズ
メント
事業

出版
事業

ライツ・プ
ロパティ等
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 50,57434,41610,871 2,322 98,183 － 98,183

セグメント間の内部売

上高又は振替高
0 0 － 2 2 △2 －

計 50,57434,41610,871 2,324 98,186 △2 98,183

セグメント利益 11,161 2,072 2,791 580 16,604△7,600 9,004

（注）１．セグメント利益の調整額△7,600百万円には、のれん償却額△1,120百万円、報告セグメントに帰属しない一

般管理費△6,513百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

　

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

デジタルエ
ンタテイン
メント
事業

アミューズ
メント
事業

出版
事業

ライツ・プ
ロパティ等
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 53,70131,675 8,440 1,922 95,738 － 95,738

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － 2 2 △2 －

計 53,70131,675 8,440 1,924 95,740 △2 95,738

セグメント利益 12,451 2,387 1,867 459 17,166△5,946 11,220

（注）１．セグメント利益の調整額△5,946百万円には、報告セグメントに帰属しない一般管理費△5,964百万円が含ま

れております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 15円83銭 43円57銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 1,821 5,013

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,821 5,013

普通株式の期中平均株式数（千株） 115,072 115,070

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 15円81銭 43円48銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 153 240

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

平成22年７月29日開催取締役

会決議分2010年８月新株予約

権140,000株

平成23年８月５日開催取締役

会決議分2011年８月新株予約

権180,000株

　(会計方針の変更)

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成22年６月30

日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号 平成22年６月30日公

表分）を適用しております。　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オプション

について、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正な評価額のうち、将

来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。　

なお、この変更による影響はありません。　
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　平成23年11月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ）中間配当による配当金の総額………………………………………1,150百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年12月５日

　（注）平成23年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成24年２月10日

株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員 
 公認会計士 長　　坂　　　 隆 　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員 
 公認会計士 柴　　田　　憲　　一　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員 
 公認会計士 横　　内　　龍　　也　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スクウェ

ア・エニックス・ホールディングスの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年

12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利

益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングス及び連結子会社

の平成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以　上

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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